
名古屋市情報教育研究会 【情報の選択・信ぴょう性に関する情報モラルの指導】

総合的な学習の時間 学習指導案

単元名 体においしいものを見付けよう（１時間完了）

目 標 インターネットの情報は，必ずしも正しいものばかりではないということを知ることができる。

時間 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 情報モラルにかかわる

評価の観点と方法

10分 １ 本時の学習内容を知る。 ○ インターネットを用いて食について調べ ○ 活動への意欲を高

る学習を行うことを伝え，インターネット めることができたか，

について知っていることを話し合う。 表情や発言からとら

える。

10分 ２ 「ダイズ」について検索 ○ 検索する情報は，「ダイズ」「大豆」「だ ○ インターネットを

して，情報を読む。 いず」に関連のある言葉にする。 活用することで，多

○ １つの言葉について，たくさんのページ くの情報を得ること

が紹介していることに気付かせるようにす ができることに気付

る。また，関連の情報が膨大にあることに いたか，つぶやきや

気付かせる。 活動の様子からとら

える。

10分 ３ 「ダイズ」について２つ ○ 画面転送で教師画面を転送して２つのペ ○ インターネットの

の異なった情報が載ってい ージを見せ，異なった説明や数値などを代 情報はすべて現状に

るページを見て，インター 表児童に音読させる。 一致するものではな

ネットの情報が必ずしも正 ○ インターネットの情報には，異なった情 いということに気付

しいものばかりではないと 報が存在することに気付かせる。 くことができたか，

いうことに気付く。 つぶやきや表情から

つかむ。

10分 ４ 情報モラルクイズに取り ○ 小学校中学年の問題に取り組ませ，イン ○ インターネットの

組む。 ターネットの情報以外のことでも気を付け 情報の真偽に留意す

ることがあることに目を向けさせる。 る気持ちをもてたか，

モラルクイズの解答

からとらえる。

５分 ５ インターネットの情報の ○ 今後の調べ活動で，どうしたら正しい情

真偽についてのまとめをす 報が手に入れられるかを考えさせる。

る。

情報モラルクイズ（中学年）

インターネットは多くの人たちが使っているので，どんなことも正確な

情報ばかりです。

インターネットで集めた情報はどれも正しいので，そのまま学習に使う

ことができる。


